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1. 擬三角格子系 Ba1-xSrxV13O18の光誘起相転移 

 Ba1-xSrxV13O18の結晶構造は NaCl 構造を取る VO が

基礎となっていて, VO6八面体が辺共有によって繋が

っている。 x = 0.1 では 210 K 以上で V イオンは

Tetramer を形成しており, 210 K で Tetramer を形成し

ない V イオンへ電荷が局在する電荷整列 を起こす。

更に温度を降下させると, 76 K 以下で V イオンの

Tetramer 構造が壊れて Trimer が形成される。本研究

では高温相（Tetramer 相）, 電荷整列相（中間温度相）, 

Trimer 相（低温相）それぞれでの光誘起ダイナミクス

を調べるために Ba1-xSrxV13O18( x = 0.1 )の光誘起反射

率変化 ΔR/R (td , ω)を pump-probe 分光法によって測定

した。 

 図 1 (a)は低温相での波長 1.2 eV における 1~14 

mJ/cm2 の pump 光照射後の光誘起反射率変化の時間

依存性である。図 1 (b)は図 1 (a)の pump 光照射後 0.3 

psと 2 psのΔR/Rを pump光強度に対してプロットし

たものである。反射率の結果から 1.2 eV において低

温相から中間温度相への温度差分は ΔR/R では正と

なり, 低温相から高温相への温度差分 ΔR/R では負と

なる事が分かっている。図 1 (b)において 0.3 ps の

ΔR/Rは光強度によらず負であり, pump光強度に対し

て閾値的に変化している。これはある一定以上の

pump 光強度を加えた時, 中間温度相を経ず, 直接低

温相から高温相へ変化する事を意味する。一方, 2 ps

の ΔR/R は正であり, pump 光に対して飽和的な振る

舞いを示している。これは pump 光強度の増加に伴

って熱的に一部の低温相が中間温度相へ変化し ,  

10 mJ/cm2 以上で全ての低温相が中間温度相へ変化

する事を意味している。これらの実験結果から, 低温

相にある Ba0.9Sr0.1V13O18へ閾値以上の強度の pump 光

を照射した時, まず 0.3 ps 以内で高温相へ相転移し, 

その後 2 ps までに中間温度相へ再び相転移すること

が分かった。 

 
図 1 pump光強度依存性 

 

2. (SrVO3 Xnm-SrTiO3 Xnm)y超格子薄膜の熱伝導 

LSAT 基板上に作成された SrTiO3 と SrVO3（以下, 

STO と SVO）の超格子薄膜に波長 1.55 eV のパルスレ

ーザーを照射すると, この波長においてLSATとSTO

は透明なため, 不透明な SVO のみ温度が上昇し, そ

の後 SVO から STO と LSAT へ熱流が生じ, この熱流

の振舞いは熱伝導方程式に従う。光学定数の変化は温

度変化に比例するため, パルスレーザー照射後の光

誘起反射率変化 ΔR/R (td , ω)の時間依存性の解析から

薄膜の熱伝導度を求めることができる。本研究では

LSAT 基板上の SVO と STO の超格子薄膜の

pump-probe 分光測定結果の解析から SVO 薄膜の熱伝

導度を求めることを目的とした。 

 図 2 (a)に一層当たりの厚さが 30 nm の超格子薄膜

に対しての波長 1.2 eVにおける pump光照射後の光誘

起反射率変化の時間依存性を示す。熱緩和過程に伴う

光誘起反射率変化の数千 ps スケールの時間依存性が

観測され, フィッティングから熱伝導度が 2 W/Km

であると分かった。図 2 (b)に SVO 薄膜の一層あたり

の膜厚に対する熱伝導度を示す。これから, 一層当た

りの膜厚が薄くなる程, 熱伝導率が小さくなると分

かった。これは膜厚が薄くなる程, SVO と STO 間の

界面の影響が強く出ているからだと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 熱伝導度を使ったフィッティング結果 
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